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デルマドローム

アルメディアは，オールケア（全人的ケ
ア）のための情報誌（メディア）として
名づけられました．

デルマドロームとは何か

ひふのクリニック人形町	院長

上出良一

そもそも
デルマドロームとは

1．デルマドロームの始まり
そもそも筆者がデルマドロームと

いう単語に興味をもったのは，かな
り以前PubMedで「dermadrome」を
検索したところ，往年の皮膚科の大
御所である安田利顕先生と西山茂夫
先生が，邦文内科系雑誌に執筆され
た3編の総説を英訳したタイトルが
ヒットしただけで，とても意外に思

ったからである．最近，再度検索し
てみたが結果は9件で，いずれも邦
人著者であった．海外の主要な皮膚
科教科書の索引にも「dermadrome」
は 出 て お ら ず，Skin/cutaneous/
dermatologic manifestations of～とい
う章立てで，内臓悪性腫瘍に限れば
paraneoplastic～というくくりにな
っている．

そのような経緯で，筆者は「デル
マドローム」とは「ナイター」や「ス
キンシップ」などと同様に和製英語
なのではないかといぶかった．そこ
で，ある学会の懇親会の席で，故・
久木田淳 東京大学名誉教授に質問
したところ，「君，デルマドローム
はれっきとした英語ですよ」とおっ
しゃられ，Kurt Wiener著の『Skin 
manifestations of internal disorders

（Dermadromes）』（1947年，図1）
がその始まりであると教えてくださ
った．さらに久木田先生は，「僕が
シアトルに留学したときに買った本
があるから送るよ．」と言ってその
本を貸してくださった．大感激して
拝借した次第である．その後その本

は，デルマドロームに造詣が深い故・
三橋善比古 東京医科大学教授の手
元に長く置かれていた．しかし，久
木田先生が亡くなられお返しできず，
現在は末木博彦 昭和大学教授が保
管されている．

Wienerは『Skin manifestations of 
internal disorders（Dermadromes）』
の序文で，内臓疾患の皮膚兆候を表
す，正確で曖昧さのない短い言葉が
必要だとしてdermadromeという単
語を創ったと記している1）．しかし，
同書を読んでみると，例えば麻疹の
発疹も挙げられており，現在われわ
れがもっているデルマドロームの概
念より幅広いことがわかる．

確かにデルマドロームという概念
は魅力的に思われるが，他方で，ど
こまでをそれとするかについては，
因果関係が厳密に証明できないこと
も当初からの課題であった．Wiener
は1959年に，内臓異常と皮疹の原
因と結果の関係を考えず「viscero-
cutaneous syndrome（内臓皮膚症候
群）」という言葉を提唱し2），研究皮
膚科学の泰斗である故・谷奥喜平先

注：本稿では，一般的記載は「デルマドローム」とし，引用部分等必要な際は「dermadrome」とした．

［総論］
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生も著書の中で，その言葉を好んで
用いると述べている3）．

2．�わが国の皮膚科の歴史と�
デルマドローム

さて，海外ではほとんど無視され
た形のデルマドロームの概念が，な
ぜ日本では広がったのか？　筆者は，
わが国における皮膚科学の発展の歴
史と関連があるのではないかと推察
した．

日本皮膚科学会は，1900年12月
にその前身である皮膚病学会を設立
し，翌1901年4月に第1回総会を開
催した．同年3月に，機関誌として『皮
膚病学及泌尿器病学雑誌』（第2号か
ら『皮膚科及泌尿器科学雑誌』と改
称）を創刊している．1912年に『日
本泌尿器病学会雑誌』が創刊され，
皮膚科，泌尿器科それぞれの専門性
が高まった．学術大会は，1929年4
月の第18回目から皮膚科と泌尿器科
が共同で総会を開催しており，いわ
ゆるウロデル（urology・dermatology：
皮膚泌尿器科）の時代が続いた．
1942年からは『皮膚科及泌尿器科
学雑誌』から泌尿器科学が消え，『皮

膚科性病科雑誌』と改称された．そ
して，1956年には日本皮膚科学会
と日本泌尿器科学会がそれぞれ別に
開催されることになり，1957年か
らは雑誌名も現行の『日本皮膚科学
会雑誌』に変更された．それにより，
皮膚科と泌尿器科が完全分離し，泌
尿器科は外科系，皮膚科は内科系に
分類されるようになった．

前述のWienerの本が出版された
のが1947年であった．このような
環境変化のなかで，皮膚科の自分探
し，すなわち皮膚科のアイデンティ
ティとしてデルマドロームの概念が
注目されたのではないかと推察され
る．

デルマドロームの概念

　「皮膚をしっかり観察することで
内臓疾患の発見につながる」という
メッセージを送るため，1960年代以
降，皮膚科の先人が概念の啓発に努
め，内科系雑誌でデルマドロームに
関する特集号が散発的に組まれるよ
うになった．医学中央雑誌刊行会の

ウェブサイトで“デルマドローム／
dermadrome”を検索すると，遡る
ことができる1972年から1980年代
までの論文数は少数だが，1990年
代以降では多くの総合誌や皮膚科系
雑誌で特集が組まれ，デルマドロー
ムの概念と臨床での実践が国内で一
般化していったと思われる．

谷奥先生は，雑誌『臨床内科小児
科 』第9巻 第3号（1954年 ）よ り10
回にわたり，「内臓疾患に伴う皮膚
症状」というタイトルで連載されて
いた．その後，デルマドロームの分
類を試み，狭義のskin manifestation 
of internal disordersを 内 臓 の 器 質
的異常に伴う皮疹として，特異的皮
膚症状（がんの皮膚転移，黄疸など）
と非特異的皮膚症状（皮膚掻痒症，
多毛など）に分けた．広義のデルマ
ドロームには，薬疹やサルコイドー
シスなどのように皮膚症状と内臓異
常が原因と結果の関係ではなく，同
一の原因により皮膚と内臓を侵す群
や，エリテマトーデスなどの系統疾
患，全身代謝の異常，母斑症，精神
神経因子の関与，反応性皮膚疾患，
免疫異常，関連機序が不明な群（内
臓悪性腫瘍と黒色表皮腫，皮膚筋炎
など）を挙げている．そして，例え
ば胃がん患者に生じた足白癬は偶発
であり，デルマドロームと呼ばない
としている3）．

安田先生は「Dermadromeの考え
方 と 見 方 」と い う 総 説 の 中 で，
dermadromeは今日なおはっきりし
た体系が組み立てられているわけで
はないとしながらも，特異的皮膚病
変と非特異的皮膚病変（反応性皮膚
病変）に分類している4）．そして，
dermadromeの臨床的意義として，
早期病変としてのdermadromeや，
既知の体内病的過程をもつ個体に認
められるdermadromeをていねいに

図1 Kurt Wiener著の『Skin manifestations of internal disorders

（Dermadromes）』とKurt Wiener先生（Arch Dermatol，82（3）：

431，1960）
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観察し，それぞれの疾患にみられる
dermadromeの概念を確立すれば，
内科的疾患の治療による効果や予後
の判定に役立ち，一つの内科疾患に
罹患している患者に，他のものが続
発，あるいは併発してきたか否かを
知ることもできるとしている．締め
くくりとして，dermadromeをさら
に体系づけていくには，個々の資料
をていねいに記載して発表していく
ことが大切であると述べている．

西山先生は「ある全身疾患または
内臓病変とともに経過する皮膚の変
化をDermadromという」と定義し，

「Drome」の意味は「経過とともに」
であるとしている5）．西山先生はド
イツ語に堪能であったため，ドイツ
語として「Dermadrom」と記載し
ている．その分類として，①直接の
Dermadrom（内臓病変と皮膚変化
が1対1に対応．内臓病変をただち
に診断可能），②間接のDermadrom

（1対1に対応しない．因果関係が必
ずしも明らかではない．必発しない
直接Dermadromも含まれる），③症
候群の一部としての皮膚症状，の3
つに分けている．Dermadromの臨
床的意義については，診断上・治療
上の価値，発症病理の研究で原疾患
の病因について手がかりとなること
を挙げている．

その他の著名な先生方もそれぞれ
の見解を述べているが，2009年に
発表された三橋先生の見解6）が，現
在われわれが抱いているデルマドロ
ームに対するイメージにぴったりだ
と考えられる．彼は，「私がデルマ
ドロームという言葉で思うことは，
内臓病変を示す皮膚症状のなかでも，
意外性のあるものをいうのではない
かということである．すなわち，内
臓病変の皮膚症状のなかでも，デル
マドロームと呼んでいいものとそう

でないものがあるのではないか，そ
の区別がむずかしいということであ
る．（中略）皮膚病変が『意外にも』
内臓病変の存在をいいあてて『ちょ
っとビックリ』する，そして，そこ
には何らかの関連がありそうだ．そ
ういう夢がある言葉だと考えてい
る．」と述べている．

デルマドロームの症例

デルマドロームとされる皮膚症状
は多岐にわたるため，詳細は皮膚科
の教科書をあたっていただきたい．
ここでは，いくつかの特徴的な事例
を示す．

1．Sister�Joseph結節
St. Mary病院の主任看護師であっ

たMary Josephは，臍部に腫瘤をも
つ患者は開腹手術で悪性腫瘍が見い
だされるということを経験的に知っ
ていた．外科医のWilliam J. Mayo
がこのことを学会で報告し，1949
年 にHamilton Baileyが 命 名 し た．
この結節は内臓がんの臍転移であり

（図2），がん末期の症状で予後は1
年未満と不良である．その頻度は
0.05～0.2％と稀で，統計的に胃がん，
膵がん，卵巣がん，大腸がんが多い．
臍の深部に，自覚症状をほとんど伴
わない硬結を触知した場合，本症の
可能性を考える．

2．皮膚筋炎
眼瞼の紫赤色の浮腫（ヘリオトロ

ー プ 様 紅 斑，図3A），爪 囲 発 赤，
爪上皮の線状出血（図3B），体幹の
チリチリした掻痒を伴う軽度浮腫性
紅斑（掻破痕が線状に残る，図3C）
などの特徴的な皮疹を呈する．筋力
低下は伴わないこともある．3分の

2の症例で内臓悪性腫瘍が発見され
る．腫瘍随伴性症候群の一つである．

3．壊疽性膿皮症
　潰瘍性大腸炎に伴うことがあり，
下腿などの皮膚に有痛性で深く鋭利
な潰瘍を生じる（図4）．潰瘍底は
壊死組織が付着し，ザクロを割った
ように見える．ストーマ造設部位に
生じることもある．

4．ミュンヒハウゼン症候群
自傷により皮膚障害を生じるが

（図5），本人は強く否定する．虚偽
性障害の一つで，病気によって同情
を引くといった精神的利益を目的と
しているため，手術や検査といった
リスクをいとわず（ポリサージャリ
ー），むしろ積極的に協力する．自
傷を指摘されると，怒りをもって否
定して去っていき，ドクターショッ
ピングを繰り返す．

これからのデルマドローム

皮膚は内臓の鏡であるという格言
を端的に示すのがデルマドロームの
概念である．しかし，直接デルマド
ロームはそのとおりでよいが，間接
デルマドロームではその機序はブラ
ックボックスである．しかし最近，
ようやくその解決の糸口として，皮

図2 Sister Joseph結節（膵がん

の臍転移）
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膚筋炎におけるTIF1γやNXP2と
いった核内蛋白に対する抗体が成人
例で存在する場合は，悪性腫瘍の合
併頻度が高いという知見が報告され
た．また，腫瘍随伴性天疱瘡では，
細胞結合の接着装置であるプラキン
ファミリーのうち，エンボプラキン
とペリプラキンに対する抗体が有力

Dermadromeは
Derma�dream

日本人は，古来より海外から取り
入れたものを国情に合わせて巧みに
アレンジし，改良して生活に役立て
るスキルに長けている．卑近なもの
ではラーメン，とんかつ，スパゲテ
ィナポリタンなど枚挙に暇がない．
先人は，海外発のデルマドロームと
いう概念を柔軟に受け入れ，曖昧で
はあるものの皮膚科医の「矜

きょう

持
じ

」と
して育ててきた．厳密な定義からい
えば，海外の教科書にあるような分
類が正しいのであるが，正確さや再
現性，有意差といった考えが優先さ
れ る 昨 今 の E v i d e n c e - b a s e d 
medicine/nursing（科学的根拠に基
づく医療／看護）の普及に伴い，軽
視されがちなExperience-based 
medicine/nursing（経験に基づく医
療／看護）を再評価すべきと考える．

新しい発見は，個々の患者をしっ
かり診て／看て記載することから始
まる．看護師が発見したSis t e r 
Joseph結節はその最たるものであろ

な診断根拠になるなど，自己抗体か
らの解析が報告され始めた．今後は，
内臓疾患と皮疹の間に横たわるブラ
ックボックスの解明が望まれるとこ
ろである．

図3 皮膚筋炎
A：眼瞼の紫赤色の浮腫（ヘリオトロープ様紅斑），B：爪囲発赤，爪上皮の線状出血，C：体幹のチリチリした掻痒を伴う軽度浮腫性紅斑（掻
破痕が線状に残る）．症例ではその後，全身精査で胃がんが発見された．

B CA

図4 壊疽性膿皮症
潰瘍性大腸炎を合併している．
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う．皮膚科医が記載した色素性痒疹，
好酸球性毛包炎なども，その後症例
を重ねるにつれ，デルマドロームに
満ち溢れていることがわかってき
た．

DermadromeはDerma dream（皮
膚科医の「夢」）であり，プライド
でもある．また，看護師は患者と接
する時間が最も長い職種であり，
日々の実践のなかで，何か宝物をみ
つける可能性が大いにある．デルマ
ドロームは和製英語ではなかったも
のの，和製概念としてこれからも大
切にしていきたいものである．

＊
本稿は，2017年11月19日に開催

された第81回日本皮膚科学会東京
支部学術大会で，「そもそもデルマ
ドロームとは？」として講演した内
容を，東京都皮膚科医会誌に寄稿し
たものをもとにしており，学術雑誌
へは投稿していない．
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にされた経験が根底にある．

B：	創内に挿入したガーゼに付着した異物（黒色小片）．
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